
吹上温泉保養センター指定管理業務の仕様書 
 

吹上温泉保養センターの指定管理者が行う業務の内容及びその範囲等は、関係法令等

によるほか、この仕様書による。 

 

１ 趣 旨 

  本仕様書は、吹上温泉保養センターの指定管理者が行う業務の内容及び履行方法に

ついて定めることを目的とする。 

 

２ 吹上温泉保養センターの管理運営に関する基本的な考え方 

（１）この施設の性格 

町民の健康増進に資するための保養施設であると同時に、町内外の多数の住民

から利用されている上富良野町の代表的な観光施設です。また、民間事業者の経

営努力や創意工夫により、利用者数の一層の推進を図り、より効率的で効果的な

運営が期待できる施設です。 

（２）指定管理者は、吹上温泉保養センターを管理運営するにあたり、（１）に述べた「こ

の施設の性格」を念頭に、次に掲げる項目に沿ってその管理運営を行うこと。 

  ア 吹上温泉保養センターが、上富良野町の恵まれた自然資源を活用し、町民の健

康と福祉増進、行楽、保養及び研修施設に供することを目的とし設置されたこと

に基づき、管理運営を行うこと。 

  イ 地域住民や、利用者の意見・要望を管理運営に反映させること。 

  ウ 個人情報の保護を徹底すること。 

  エ 効率的かつ効果的な運営を行い、経費の削減に努めること。 

  オ 特定の個人や団体及びグループに対して、有利あるいは不利になるような取扱

いをしないこと。 

 

３ 施設の概要 

（１）名  称   吹上温泉保養センター 

（２）所 在 地   空知郡上富良野町国有林上川南部森林管理署 

４２５林班及び４２６林班 

（３）施設概要 

  ア 建設年度  平成６～８年度（通常開始日  平成９年１月１１日） 

  イ 事 業 費  ９億５千８百万円 

  ウ 構造規模  鉄筋コンクリート地下１階地上２階建切妻鉄板葺（焦茶） 

  エ 敷地面積  吹上園地敷地      １５,２８４ ㎡ 

          保養センター敷地   ５,０３０ ㎡ 

泉源施設敷地            １３２ ㎡ 

旧白銀荘建物敷地   １,１４６ ㎡ 

オ 建物面積  総建築面積     １,２９９.３６㎡ 

          総延床面積     １,５６１.９７㎡ 



（４）施設内容 

宿舎棟及  １Ｆ＝３７９.６７㎡  

び研修棟   ロビー・受付・管理事務所・炊事場・更衣室・食堂・トイレ・ 

物品庫・小研修室兼階段昇降困難者用宿泊室 １室・管理人居住 

区（従業員休憩室・和室・洋室） 

２Ｆ＝３４３.４４㎡ 

大研修室（ステージ付）・トイレ・ホール・リネン庫・ベッド室 

４室・和室 ２室 

    浴 場 棟  １Ｆ＝４７５.８７㎡ 

           ホール・脱衣室（男、女）・浴室（男、女）・機械室・トイレ 

２Ｆ＝１４６.６３㎡ 

ホール・休憩室・トイレ・エレベーター室他 

    接続通路  宿泊管理棟から浴場棟の連絡通路  ４５㎡ 

          階段廊下・斜行エレベーター 

付帯施設  照明灯 １基・浄化槽（１８０人槽）・地下貯油槽・流雪溝・排水

施設・露天風呂浴槽（大・小）９基・露天風呂四阿 ３棟・露天風

呂照明灯 ３基・水道貯水棟 １棟・野営場（キャンプ場） 

      

４ 開設日及び営業時間 

  以下に定めるとおりとするが、特に必要があると認めるときは、あらかじめ町長の

承認を得て、休館し、また営業時間を変更することができる。 

（１）開 設 日  ４月１日から翌年３月３１日までとする。 

（２）営業時間  午前９時から午後９時までとする。 

ただし、宿泊の利用時間は午後３時から翌日午前１０時まで、入

湯のための入館は午後８時まで、野営場（キャンプ場）の利用時間

は午前１０時から翌日午前１０時までとする。 

 

５ 指定期間（予定 議決事項） 

指定期間は、平成１８年４月１日から平成２１年３月３１日まで（３年間）とする。 

  ただし、管理を継続することが妥当でないと認めるときは、指定管理者の指定を取

り消すことがある。 

（指定期間は議会の議決事項であるため、指定管理者の決議のときに、指定期間も確定） 

 

６ 法令等の遵守 

  吹上温泉保養センターの管理にあたっては、本仕様書のほか、次の各項に掲げる法

令に基づかなければならない。 

（１）地方自治法（昭和２２年法律第６７号） 

（２）森林法（昭和２６年法律第２４９号） 

（３）自然公園法（昭和３２年法律第１６１号） 

（４）公衆浴場法（昭和２３年法律第１３９号） 



（５）旅館業法（昭和２３年法律第１３８号） 

（６）吹上温泉保養センターの設置及び管理に関する条例（平成８年上富良野町条例第 

１５号） 

（７）吹上温泉保養センターの設置及び管理に関する条例施行規則（平成８年上富良野

町規則第１１号） 

（８）上富良野町情報公開条例（平成１３年上富良野町条例第１号） 

（９）上富良野町個人情報保護条例（平成１３年上富良野町条例第２号） 

（10）上富良野町行政手続条例（平成９年上富良野町条例第６号） 

   指定期間中に上記法令に改正があったときは、改正された内容を仕様とする。 

 

７ 指定管理者が行う業務内容 

（１）施設の管理運営については、指定管理者による独立採算制とする。 

（２）職員の配置等に関すること 

  ア 施設の管理運営業務を行う責任者を１名配置するほか、必要な人員を置くこと。 

なお、職員採用にあたっては、上富良野町内に住所を有する者を優先すること。

特別の事情については、その都度協議する。 

  イ 職員の勤務形態は、施設の管理運営に支障のないように定めること。 

  ウ 施設の管理運営に必要な人員又は資格者等は、指定管理者において配置するこ

と。ただし、業務の一部であって、専門的な知識又は技術を必要とし、かつ自ら

運営することが困難なもの、又は運営上特に効果的であると認められるものにつ

いては、当該業務を的確に遂行するに足りる能力を有する者に委託することがで

きる。 

  エ 現在、施設内の一部を使用し営業を行っている出店者の取扱いについては、指

定管理者と出店者とで協議し決定すること。 

（３）施設及び設備の維持管理に関すること 

  ア 施設は、特に必要と認めて休館する場合を除き、毎日午前９時から午後９時ま

で正常に使用できる状態を維持すること。 

ただし、宿泊及び野営場（キャンプ場）については、下記により正常に使用で

きる状態を維持すること。 

    ① 宿 泊  午後 ３時から翌日午前１０時まで 

    ② 野営場  午前１０時から翌日午前１０時まで 

  イ 施設の適正な運営のため、施設及び設備に関する清掃・保守管理（詳細は別紙

１のとおりとする。）を行うこと。 

  ウ 駐車場の管理に関すること。 

  エ 施設の建物、工作物及び物品の修理は、指定管理者の負担において行うことと

する。ただし、施設の更新及び大規模修繕については、計画書を作成し、町長と

協議すること。 

  オ 人件費の支払いに関すること。 

  カ 施設の維持管理に必要な消耗品、物品の購入及び支払いに関すること。 

  キ 光熱水費（電気料、上下水道料）及び燃料代等支払いに関すること。 



（４）施設の使用許可に関すること 

  ア 施設使用申請の受付、許可、不許可業務に関すること。 

（５）利用料金の収受に関すること。 

（６）指定期間内の施設使用料は、無償とする。 

（７）その他 

  ア 緊急時対策、防犯・防災体制について、マニュアルを作成し、職員に指導を行

うこと。 

  イ 衛生管理（レジオネラ菌対策等）については、法令を遵守した対応マニュアル

を作成し、職員に周知徹底をすること。 

  ウ 個人情報の保護の体制をとり、職員に周知徹底を図ること。 

 

８ 経理等 

（１）利用料金収入等の取扱い 

    施設の管理・運営にあたっては、地方自治法第２４４条の２の規定に基づく「利

用料金制度」を採用する。 

    よって、指定管理者は施設の利用料金を吹上温泉保養センターの設置及び管理

に関する条例第１４条で定める利用料金の範囲内で町長の承認を得て定め、収入

として収受し、施設の管理運営に係る収支について、責任を負うこととなり、施

設の利用を促進し収入の確保を図る必要がある。 

    また、利用料金以外の人的サービス及び物販等に係る料金は、別途、指定管理

者が定め、収入とすることができる。 

（２）発行済みの回数券等の取扱い 

    既に発行した回数券は、平成１８年度以降も使用することができる。この使用

による料金は、町と指定管理者とで協議をすることとする。 

（３）運営状況及び収支状況の報告 

  ア 運営状況報告：施設の運営状況を吹上温泉保養センター運営状況報告書（別記

様式第１号）により、事業年度の毎四半期終了後、１０日以内に町へ報告するこ

と。 

  イ 収支状況報告：施設の収支状況を吹上温泉保養センター収支状況報告書（別記

様式第２号）により、毎事業年度終了後２月以内に、事業報告書、損益計算書、

貸借対照表、財産目録、剰余金処分計算書を添付し、町に報告すること。 

（４）経理規定 

   指定管理者は、経理規定を策定し、経理事務を行うこと。 

（５）立入検査 

   町は必要に応じて、施設、物品、各種帳簿等の現地検査を行うこととする。 

 

９ 物品の帰属等 

（１）町の所有に属する別紙２に記載の物品等については無償で貸与する。ただし、そ

の修理並びに更新は指定管理者の負担とする。なお、貸与物品は、指定管理業務終

了後において、整備点検の上、返却すること。 



（２）指定管理者が指定期間中に管理運営経費により購入した物品は、町の所有に属す

るものとする。 

 

10 指定機関満了後の事務引継ぎ 

  指定管理者は、その指定期間満了時において、次期指定管理者が円滑かつ支障なく

施設の管理運営業務を遂行できるように、引継ぎを行うものとする。 

 

11 事業の継続が困難となった場合の措置等 

（１）指定管理者の責めに帰すべき事由により事業の継続が困難となった場合の措置 

町は指定管理者の指定を取消す等の措置をとることとする。この場合、町に生

じた損害は指定管理者が賠償するものとする。また、次期指定管理者が円滑かつ

支障なく、施設の管理運営業務を遂行できるように、引継ぎを行うものとする。 

（２）その他の事由により事業の継続が困難となった場合の措置 

    災害その他の不可抗力、町及び指定管理者双方の責めに帰すことのできない事

由により業務の継続が困難となった場合、事業継続の可否について協議するもの

とする。 

    なお、一定期間内に協議が整わない場合、指定管理者の協定を解除できるもの

とする。また、次期指定管理者が円滑かつ支障なく、施設の管理運営業務を遂行

できるように、引継ぎを行うものとする。 

（３）施設の管理運営上のリスク対応 

    管理運営上の瑕疵に原因があって事故が発生した場合に対応するため、指定管

理者はリスクに応じた保険等に加入すること。 

 

12 原状回復 

  指定管理者は、指定期間の満了、指定が取り消された場合、協定を解除された場合

は、町の指示に基づき、施設を原状に復して引き渡さなければならない（機能低下が

あった場合の機能低下前の状態にすることを含む。）ただし、指定管理者が町長の承認

を得て行った機能向上を行った箇所、町長が行った機能向上の箇所及び町長が特に必

要であると認める箇所については、この限りでない。 

 

13 業務を実施するにあたっての注意事項 

  業務を実施するにあたっては、次の各項目に留意して円滑に実施すること。 

（１）公の施設であることを常に念頭において運営すること。 

（２）管理運営のために必要な車両及び除雪機等は、指定管理者として指定された団体

において用意すること。 

   現に使用している車両及び除雪機 

・ 四輪駆動ジープ（２,８００ｃｃ）  １台 

・ 軽四輪駆動トラック         １台 

・ タイヤショベル（２.５立方メートル）１台  

（３）指定管理者として指定された団体は、指定期間の開始日までに次の許認可事項等



について、称号・名称又は氏名等の変更又は登録等の手続きをすること。ただし、

取り扱わないこととする許認可事項等は除く。 

  ア 公衆浴場営業許可 

  イ 旅館業経営許可 

  ウ 食品衛生法による営業許可 

   ①乳類販売業  ②飲食店営業 

 エ 食品販売業登録（アイスクリーム類） 

  オ 食品販売業登録（菓子、そう菜類、食肉製品、半乾燥魚及び塩蔵魚、魚肉ねり

製品、米飯類、めん類） 

  カ 酒類販売業 

  キ たばこ小売販売業 

（４）施設の管理運営経費については、利用料金その他の収入を充てるものとし、町か

らの支援は行わない。 

（５）指定管理者が施設の管理運営に係る各種規定又は要綱等を作成するときは、町と

協議を行うこと。 

（６）その他、本仕様書に記載のない事項については、町と協議を行うこと。 



 

別紙１ 

施設及び設備に関する清掃・保守管理内容一覧 
 

〇 施設内の清掃及び保守 

・ 館内の定期、定時清掃業務 

・ 温泉泉源の点検管理業務 

・ トイレットペーパー、洗剤、石鹸等の補充及び整頓 

・ 洗い桶、腰掛け、サウナ用タオルの点検洗浄及び整頓 

・ ゴミ箱、灰皿の整理整頓 

・ 下足ロッカーの清掃整理 

・ 備品の定期点検及び整頓 

・ 敷地内の除草、芝刈り、清掃、冬囲い 

・ 上富良野町が定めたゴミ分別の遵守 

 

〇 冬期間における駐車場及び施設の除排雪 

 

○ 温泉施設機械設備の操作・点検・維持管理 

    (加圧温泉ポンプ、加圧水ポンプ、ボイラー、炊事設備) 

 

〇 貯水槽及び貯湯槽の点検・維持管理 

 

〇 灯油地下タンクの点検・維持管理 

 

〇 レジオネラ菌検査業務 

 

〇 自家用電気工作物保安管理業務 

 

〇 消防設備保守点検業務 

 

〇 自動扉開閉装置保守業務 

 

〇 浄化槽維持管理業務 

 

〇 昇降機点検業務 

 

〇 ゴミの分別搬送業務 

 


